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●電動工具等を使用して、高速でビス・ボルト・ナットを締
め付けると破損する恐れがありますので注意してください。
●締め付けすぎると、製品の変形、ビス・ボルト・ナット、
屋根材が損傷する原因となります。

●製品を締め付ける際、手など挟まないように注意してくだ
さい。

注意 軽微なケガや器具・製品が
損傷する原因になります。

警告 重大な事故に至ることがあります。

■作業前の準備
●製品の必要個数が揃っていますか。
●製品に必要なビス、ボルト、ナットが装着されて
いますか。
●製品に錆び、腐食などの傷みがないことを確認し
てください。
●欠品や不具合があった際には、お手数ですが当
社までご連絡ください。

■設置手順１、製品の取り付け方
1.水糸を水平に張り、屋根キャップにマーキングし
ます。（図2）
2.左手で製品を持ち、右手で右横ナット（5/16）を
緩めます。1
3.屋根ハゼ部にツメを片方ずつはめ込みます。
　（図 3）
4.底板前部をマーキングした位置に合わせます。

●製品と同じ金属材質のアングル、屋根
材の使用をお勧めします。

●母屋の上に設置すると屋根の損傷が軽
減されます。

設置数が少ないと雪の重みで落下する恐れ
が有ります。目安については右の設置目安を
ご確認ください。(特に降雪量の多い地域に
ついては、当社までご連絡ください。)

設置数の目安
●図1のような屋根面積
（５．５ｍ×８ｍ）の場合、
片面50～60個を屋根
全体均等に設置してくだ
さい。

●雪の重みが、軒先に設置
した雪止め金具に強い
負荷をかける場合が有
りますので、設置数を増
やす事をお勧めします。1m以

内

母屋

棟部

軒先
1m以内
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【三晃式瓦棒用金属屋根キャップ部分】

キャップ

ペン

軒先

水糸

ハゼ部

●規定の設置方法に従ってください。設置方法に誤りがあ
ると、製品とその取り付け場所に損傷が起き、落下する可
能性があります。    

●屋根の取り付け位置に錆び、腐食などの劣化がある場合
は取り付けをしないでください。

●取り付けが不十分ですと雪の重みで落下することがあり
ます。
●三晃式瓦棒用金属屋根（キャップ幅 33mm）には使用し
ないでください。

33mm

■作業前の準備
●製品の必要個数が揃っていますか。
●製品に必要なビス、ボルト、ナットが装着されて
いますか。
●製品に錆び、腐食などの傷みがないことを確認
してください。
●欠品や不具合があった際には、お手数ですが
当社までご連絡ください。

■設置手順１  製品の取り付け方

●規定の設置方法に従ってください。設置方法
に誤りがあると、製品とその取り付け場所に
損傷が起き、落下する可能性があります。    

●屋根の取り付け位置に錆び、腐食などの劣化
がある場合は取り付けをしないでください。
●取り付けが不十分ですと雪の重みで落下する
ことがあります。
●段付屋根には使用しないでください。

注意

警告 重大な事故に至ることがあります。

●始めに、屋根中心部に水糸を張り、そこ
から等間隔でマーキングして設置する
と、外観上きれいに仕上がります。

●製品と同じ金属材質のアングル、屋根
材の使用をお勧めします。

●母屋の上に設置すると屋根の損傷が軽
減されます。
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よくお読みになり安全にご使用ください。ご使用の前に…

軽微なケガや器具・製品が
損傷する原因になります。

かん ごう

1．水糸を屋根嵌合部に対し垂直に張り、屋根嵌
合部にマーキングします。同じように設置する
箇所に水糸を張り、マーキングします。（図 2）

段付屋根

（図2）

●（図1）のような屋根面積（５．５ｍ×８ｍ）の
場合、片面５０～６０個設置してください。

●雪の重みが、軒先に設置した雪止め金具に
強い負荷をかける場合が有りますので、設置
数を増やす事をお勧めします。

（図1）
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アングルを使用しな
い場合は千鳥配列で
設置した方が効果的
な役割をはたします。

アングルを使用する
場合は正方配列で設
置します。

水糸水糸

設置数が少ないと雪の重みで落下する恐れ
が有ります。目安については右の設置目安を
ご確認ください。（特に降雪量の多い地域に
ついては当社までご連絡ください）
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●電動工具等を使用して、高速でビス・ボルト・ナッ
トを締め付けると破損する恐れがありますので注意し
てください。
●締め付け過ぎると、製品の変形、ビス・ボルト・ナット、
屋根材が損傷する原因となります。

●製品を締め付ける際、手など挟まないように注意し
てください。
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●電動工具等を使用して、高速でビス・ボルト・ナットを締
め付けると破損する恐れがありますので注意してください。
●締め付けすぎると、製品の変形、ビス・ボルト・ナット、
屋根材が損傷する原因となります。

●製品を締め付ける際、手など挟まないように注意してくだ
さい。

注意 軽微なケガや器具・製品が
損傷する原因になります。

警告 重大な事故に至ることがあります。

■作業前の準備
●製品の必要個数が揃っていますか。
●製品に必要なビス、ボルト、ナットが装着されて
いますか。
●製品に錆び、腐食などの傷みがないことを確認し
てください。
●欠品や不具合があった際には、お手数ですが当
社までご連絡ください。

■設置手順１、製品の取り付け方
1.水糸を水平に張り、屋根キャップにマーキングし
ます。（図2）
2.左手で製品を持ち、右手で右横ナット（5/16）を
緩めます。1
3.屋根ハゼ部にツメを片方ずつはめ込みます。
　（図 3）
4.底板前部をマーキングした位置に合わせます。

●製品と同じ金属材質のアングル、屋根
材の使用をお勧めします。

●母屋の上に設置すると屋根の損傷が軽
減されます。

設置数が少ないと雪の重みで落下する恐れ
が有ります。目安については右の設置目安を
ご確認ください。(特に降雪量の多い地域に
ついては、当社までご連絡ください。)

設置数の目安
●図1のような屋根面積
（５．５ｍ×８ｍ）の場合、
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全体均等に設置してくだ
さい。
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【三晃式瓦棒用金属屋根キャップ部分】
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●規定の設置方法に従ってください。設置方法に誤りがあ
ると、製品とその取り付け場所に損傷が起き、落下する可
能性があります。    

●屋根の取り付け位置に錆び、腐食などの劣化がある場合
は取り付けをしないでください。

●取り付けが不十分ですと雪の重みで落下することがあり
ます。
●三晃式瓦棒用金属屋根（キャップ幅 33mm）には使用し
ないでください。
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●電動工具等を使用して、高速でビス・ボルト・ナットを締
め付けると破損する恐れがありますので注意してください。
●締め付けすぎると、製品の変形、ビス・ボルト・ナット、
屋根材が損傷する原因となります。

●製品を締め付ける際、手など挟まないように注意してくだ
さい。

注意 軽微なケガや器具・製品が
損傷する原因になります。

警告 重大な事故に至ることがあります。

■作業前の準備
●製品の必要個数が揃っていますか。
●製品に必要なビス、ボルト、ナットが装着されて
いますか。
●製品に錆び、腐食などの傷みがないことを確認し
てください。
●欠品や不具合があった際には、お手数ですが当
社までご連絡ください。

■設置手順１、製品の取り付け方
1.水糸を水平に張り、屋根キャップにマーキングし
ます。（図2）
2.左手で製品を持ち、右手で右横ナット（5/16）を
緩めます。1
3.屋根ハゼ部にツメを片方ずつはめ込みます。
　（図 3）
4.底板前部をマーキングした位置に合わせます。

●製品と同じ金属材質のアングル、屋根
材の使用をお勧めします。

●母屋の上に設置すると屋根の損傷が軽
減されます。

設置数が少ないと雪の重みで落下する恐れ
が有ります。目安については右の設置目安を
ご確認ください。(特に降雪量の多い地域に
ついては、当社までご連絡ください。)

設置数の目安
●図1のような屋根面積 
（５．５ｍ×８ｍ）の場合、片
面50～60個を屋根全体
均等に設置してください。

●雪の重みが、軒先に設置し
た雪止め金具に強い負荷
をかける場合が有ります
ので、軒先の設置数を増
やす事をお勧めします。1m以

内

母屋

棟部

軒先
1m以内

（図1）
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【葺替・カバールーフ用丸ハゼキャップ部分】
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●規定の設置方法に従ってください。設置方法に誤りがあ
ると、製品とその取り付け場所に損傷が起き、落下する可
能性があります。    

●屋根の取り付け位置に錆び、腐食などの劣化がある場合
は取り付けをしないでください。

●取り付けが不十分ですと雪の重みで落下することがあり
ます。
●葺替・カバールーフ用角ハゼ屋根には使用しないでくだ
さい。 葺替・カバールーフ用角ハゼ屋根

角ハゼ


